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１． 背景 

近年、人間の声に対して応答する音声対話シス

テムが身近になってきている。対話システムは 60

年以上研究がされているが、2011 年に Apple が発

表した「Siri」が当時大きな話題を呼んだことは記

憶に新しい[1]。 

これら音声対話システムは様々な用途に応用さ

れているが、今回はその一つである大学のキャン

パス内の音声案内システムに着目する[2]。例えば

名古屋工業大学の案内システム「メイちゃん」では

音声対話システム構築キットである MMDAgentを使

用し、３D モデルであるメイちゃんを動かしながら

音声を認識し、応答することが可能である[3]。そ

の他、各大学等で類似の研究やシステムの導入事

例が報告されているが、本校（サレジオ高専）にお

いても、かつてキャンパス案内システムが検討さ

れたことはあるものの、本格導入には至っていな

い[4]。 

そこで本研究では、サレジオ高専のエントラン

スにおいて訪問者や新入生に向けた学校案内が行

える、オフライン仕様でかつ高精度な音声対話シ

ステムの構築を目指す。 

 

２．動作環境 

2.1.ハードウェア 

本研究のハードウェアとして、小型でカスタマ

イズ性が高くオフラインでも動作が容易な

Raspberry Pi 4 を採用することとした。 

2.2．ソフトウェア 

音声認識には高性能な汎用大語彙連続音声認識

エンジン「Julius」[5]、音声合成には HMM ベース

のテキスト音声合成システム「Open JTalk」[6]、

音声モデルには「MMDAgent」[7]に同梱の「メイち

ゃん」をそれぞれ使用することとする。 

今回、音声認識処理で利用する Julius は、京都

大学発祥のオープンソースの音声認識ツールで、

オフライン環境下で動作する上、カスタマイズ性

にも優れる。本研究ではその高い拡張性に着目し、

孤立単語認識のための独自辞書を作成して音声認

識を実行する。 

その Juliusと非常に互換性が高いのがテキスト

音声合成システム OpenJTalk である。名古屋大学

で開発された本ソフトは合成技術として HMM ベー

スで構成されていることにより、非常に少ないメ

モリでも動作する。そのため、今回使用する

Raspberry Pi との相性がよい。 

音声モデルとして使用する MMDAgentには様々な

声が組み込まれており、種類として男性(通常)、女

性(通常)、女性(嬉しい)、女性(内気)、女性(怒り)、

女性(悲しい)の６種類あり、感情が感じられるボ

イスを体感できる。 

 

３．方法  

本システムの構築の流れとしては、Raspberry 

Pi 4 に Julius をインストールした上で、約 70 語

からなる本校の場所等を網羅した独自の辞書を設



定した後、OpenJTalk ならびに MMDAgent に同梱の

音声モデルをインストールし、Python の設定プロ

グラムを準備する[8]。 

表 1 に、独自に登録した 70 の定型文と応答の例

を示す。 

 

表１．登録文と応答の例 

サレジオ高専で

は何をやってい

ますか。 

サレジオ高専では一般科目

は勿論、専門科目も深く学ん

でいます。 

機械電子工学科

では何をやって

いますか。 

機械電子工学科では必修の

実験に加え、電磁気などの専

門科目を学んでいます。 

高専とはなんで

すか。 

高専とは 5 年制の工業学校

で、実践的な技術者を育成す

ることを目的とした高等教

育機関です。 

 

４．結論 

 本研究では、オフラインで高精度な学校案内用

の音声対話システムの実現に向けて、ハードウェ

アとソフトウェアの検討を実施し、提案システム

の構築を行った。 

 

５．今後の予定 

今後は、複数以上の被験者により、構築したシス

テムの評価を実施する予定である。 
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